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材料科学や固体物理学においては、

異種元素ドープで物性を制御する事

が多い。従って、構造物性の視点か

らはドーパント周りでの結晶構造の

変化（局所構造）が重要なのは明ら

かだが、局所構造に並進対称性がな

く通常の回折法で観測できないこと

からその理解は十分ではない。我々

は、原子局所構造を可視化する手法

として、また J-PARC での新しい測定

原理として、白色中性子ホログラフ

ィーを開発している。ホログラフィ

ーはすでに X 線と光電子線で実用化

されており、次の特色がある。1）特

定の元素近傍の原子構造を３次元的

に観測可能。2）中心元素から 10-20Åの広い範囲を観測可能。3）回折実

験と異なり、モデルなしで原子像が得られる。一方、機能性材料におい

て軽元素の役割は重要であり、中性子への展開は材料科学に大きなイン

パクトがある。J-PARC の MLF の BL10 で実験を行い、代表的シンチレーシ

ョン結晶である Eu ドープ CaF2において、図１に示すような Eu 周りの 3D

局所構造の可視化に成功し、EuドープによりCa位置に異常が起きること、

Eu 周りに過剰 F が存在し系ており、これが電気的中性を維持しているこ

と、を示した。[Hayashi	et	al.,	Sci.	Adv.,	2017]	。現在、B ドープ

Si、Sm ドープ LaB6の局所構造観測を進めている。講演では、局所構造理

解の重要性、ホログラフィーの原理、最近の成果について報告する。	

図	1	 1%	Eu ドープ CaF2の Eu（中
心）まわりの原子配置[Hayashi	et	
al.,	Sci.	Adv.,	2017]。	


